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フト科 の教育 への導 入
古代～ 現代
























２　啓蒙主義 とフ ランス革命を 事例とする市
民革命
市民革 命期 絶対 王政・ 啓蒙主義 とフ ラ ンス
革命
ヨ ーロ ッパ史 ・ 世 界史
の なか のド イ ツ国民 国
家の成立史 の学習３　ドイツ国民国家 の形成 ドイ ツ統一 期 国民主義 運動や1848/49革命 とド
イ ツ帝国創 建





５　帝国主義 によ る緊張 の場 のなかのドイツ
帝国





















学習８　第二次世界大戦 の終結 とブロ ック形成 一
歴史補説





９　国際的ブロ ック形成 とそ の克服 の脈絡 に
おけるドイツ とヨ ーロ ッパ
東西ドイツ分 断・
統合期




10　政治体制と政治参加 統合ド イツ期 統合 ドイツ の政治体 制と地 球的
課題
ドイ ツ国 民国 家 の現状
の学習
詣 諭 罷 昌 参 学 隍 姦 詐 齟 覬 茫六 義 な苣ﾔGymnasium  C治山chte/Gemeinschaftskv丿nde, 1999, S.8-21をもとに
に，匚“政治体制・政治過程” ど 国際政治”と
い う 領 域 が 重 要 な 位 置 を 占 め る」 とさ れ る


















































































































内容項目 対 象 考察内容
学習 組織
対象 考 察 学習


































東側へ のＤＤＲ の統合 ＤＤＲ の東側ブ ロックへの統合
対決 と紛争制 御 東西冷戦 の激化 と緊張 緩和











ＤＤＲ にお ける体 制危機 ＤＤＲ の体制危機
1989年 の平和革命 逃亡・デ モとベル リンの壁 の撤去
統合化 の諸段階 東西統合 の実現













国 際政 治 にお け る経 済要 素 ・
権力要素としてのヨ ーロ ッパ
ＥＵの拡大化






























































































































































統治 にか か わる身 近 な
問題 に基 づ く近現 代 に
お ける社 会 の存 在 の学














































集 団的 な 自 己定
義の問題











近現代 にお ける安 全保
障
近現代 にお





成 の遂行 の学習13-2　 ヨ ーロ ッパにお ける生
活と労働
福祉 の問題 近現代 にお ける生 存・
生活保 障
輿 豐 舞 綴lS 鍛? 鸚k 舷 司詛 廠訌 笳徑 誚豐 淙 羅 氈 ヤＪ臨 ゜ ″neinschaftskunde, 2006, S 18'20 ゛ 22-25 ° 27-30































































学習活動と主要項目 対象 考察 内容
学習 組織
対象 考察 学習




























世 紀にお ける工 業化 の社 会的・政
治的影響をわかること（労働・居住・
生 活の状況
／市民 階級 の躍進 ／労 働
者階級 の成立 と政 治的 解放）
19世紀 のドイ ツ・
ヨ






























3）第二 次世界大戦 までのドイ ツにおけ
る
社 会的問題 の解決アプ・ － チを わ
か ること（国家 ／経営者／ 教会／マ









年以 後のド イツにおけ る社会問
題 につい て考えを きめるこ と（ドイ
ツ民主共 和国 にお ける経済政 策・ 社














5)EU における労 働や生 活の諸条件，
経済政策・ 社会政 策にとって のあり
うる諸結果 をわか ること（国 別の諸









ＥＵ の域 内格差， 諸
国 の労働・生 活や社
会政 策，今 後の展開



















6)グロ ーバル化す る世 界におけ る生 活





お ける今後 の生 活
迴 座燮Ｃ貽?ｊ 曜tsministerium丿 琵 胼1恰､ 麹 ワ々?泌､ 咎ざ 胎砂
仁(私印nasium Geschichte/Gemein,ぶchaftskunde、2006, S.27 ・ 28-30を もとに




































前 提 と な る　匚分 析 と熟 考 」 を 重 視 し て お り





































































































































































































































犬 1999年版歴史ノ ゲマイ ンシャフト科 2006 年版歴史／ゲマイ ンシャフト科
目標原理 国民意識 の形 成 社会認識 の形成
内容原理
国家史 の様々な時期と出来事 による自国の近現代史 の時系列
的編成
社会 の様々な 問題 による近現代 の自他社 会の主題別通時的編
成
方 法原理 過去か らの時間的 流れの受 容的理解による既存国家へ の同化 現在からの時間的対比に基づく分析吟味による既存社会の対象化
Ｗ
自国 の時間的 体系 理解 の教育(自国理解教育)としての近現 代
史教育：国家 の歴史 を教え ること
自他社 会の通時的 研究の教育(自他 社会研究教育)として の近
現代史教育：社会を 歴史 で教え ること
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